
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
結
核
予
防
法
に
基
づ
く
医
療
機
関
の
指
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
七

○
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
家
畜
の
検
査
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
七

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
の
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
七

○
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
八

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
八

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
完
了
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
八

公
　
　
　
告

○
採
石
業
務
管
理
者
試
験
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
九

○
公
共
測
量
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
九

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
九

○
屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三
〇

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三
〇

そ
　
の
　
他

○
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
告
示
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三
一

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

中
島
薬
局

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
千
二
百
番
地

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

フ
ー
メ
ン
薬
局

都
留
市
四
日
市
場
瀬
中
二
百
十
二
番
地

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
家
畜
の
検
査
を
実
施
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
実
施
の
目
的

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防
の
た
め

二
　
実
施
す
る
区
域

県
内
全
域

三
　
実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲

（一）

種
類

鶏
（
採
卵
鶏
に
限
る
。）

（二）

範
囲

実
施
す
る
区
域
内
で
千
羽
以
上
の
採
卵
鶏
を
飼
育
し
て
い
る
農
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
採
卵
鶏

で
、
飼
育
し
て
い
る
区
域
を
所
管
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
指
定
す
る
も
の

四
　
実
施
の
期
日

平
成
十
七
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
採
卵
鶏
を
飼
育

し
て
い
る
区
域
を
所
管
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
指
定
す
る
日

五
　
検
査
の
方
法

血
清
抗
体
検
査
（
寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応
）

そ
の
他
必
要
な
検
査

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
二
七

山
梨
県
公
報
平
成
十
七
年

七
月
二
十
一
日

第
千
五
百
八
十
八
号

木　曜　日



土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
七
月
十
二
日
上
野
原
町
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
八
月
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
三
七
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笛
吹
市
大
字
御
坂
町
上
黒
駒
字
小
丸
二
二
八
四
番

旧

二
七
・
〇
〜

二
九
四
・
〇

の
五
地
先
か
ら

六
五
・
〇

笛
吹
市
大
字
御
坂
町
上
黒
駒
字
桂
ノ
大
道
下
一
九

〇
一
番
の
一
地
先
ま
で

新

二
七
・
〇
〜

二
九
四
・
〇

一
〇
一
・
〇

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
都
留
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
八
月
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
河
口
湖
上
九
一
色
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
字
大
石
字
湖
中
二
五

旧

五
・
〇
〜

二
三
七
・
〇

八
五
番
の
一
一
八
地
先
か
ら

六
・
〇

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
字
大
石
字
湖
中
二
五

八
五
番
の
六
九
地
先
ま
で

新

一
〇
・
〇
〜

二
三
七
・
〇

一
九
・
〇

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
八
月
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

箕
輪
須
玉
線

北
杜
市
須
玉
町
大
字
穴
平
字
西
川
二

四
二
〇
・
〇
平
成
十
七
年

五
六
九
番
の
一
地
先
か
ら

七
月
二
十
一

北
杜
市
須
玉
町
大
字
穴
平
字
源
長
二

日

五
一
五
番
の
四
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
下
栗
原
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
の
工
事
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十

五
日
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
四
百
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
塩
山
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
の
工
事
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二

十
四
日
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

五
二
八



山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

公
　
　
　
告

'

採
石
業
務
管
理
者
試
験
の
実
施

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

採
石
業
務
管
理
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
試
験
日
時

平
成
十
七
年
十
月
十
四
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
八
番
五
号
　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ

三
　
受
験
資
格

年
齢
、
性
別
、
学
歴
、
居
住
地
及
び
国
籍
を
問
わ
な
い
。

四
　
試
験
科
目

次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
を
行
う
。

１
　
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
法
令
（
環
境
保
全
関
係
法
令
を
含
む
。）

２
　
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項

五
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

写
真
（
受
験
願
書
提
出
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
像
の
も
の
で
、

縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を

記
載
し
た
も
の
）

一
枚

２
　
受
験
手
数
料

八
千
円
（
受
験
願
書
に
八
千
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、
消
印
は

し
な
い
こ
と
。）

受
験
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

六
　
受
験
願
書
受
付
期
間

平
成
十
七
年
九
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら
十
月
六
日
（
木
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
十
月
六
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

七
　
受
験
願
書
の
提
出
先

受
験
願
書
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
提
出
す

る
こ
と
。

八
　
合
格
者
の
発
表

山
梨
県
庁
東
側
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
掲
示
板
に
合
格
者
の
氏
名
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
合

格
者
に
は
合
格
証
を
交
付
す
る
。

九
　
そ
の
他

１
　
試
験
当
日
持
参
す
る
も
の

（一）

受
験
票

（二）

筆
記
用
具

２
　
疑
問
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
（
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
六

四
二
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
七
月
四
日
付
け
で
甲
府
地
方
法
務
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共

測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
作
業
種
類
　
公
共
測
量
（
地
図
混
乱
地
域
に
お
け
る
基
準
点
設
置
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
十
七
年
七
月
五
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
甲
府
市
東
光
寺
一
丁
目
、
二
丁
目
及
び
三
丁
目
の
一
部

'

土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
都
留
市
田
原
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

杉
本
　
光
男

都
留
市
大
野
千
八
百
九
十
二
番
地

相
川
　
晴
夫

都
留
市
十
日
市
場
千
五
百
四
十
八
番
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

五
二
九



小
池
　
武
文

都
留
市
法
能
四
百
十
一
番
地
三

岩
渕
　
繁
夫

都
留
市
田
原
二
丁
目
十
三
番
十
五
号

小
倉
　
康
生

都
留
市
つ
る
一
丁
目
十
五
番
二
十
号

亀
田
　
智
勇

都
留
市
四
日
市
場
三
百
九
十
番
地
一

齊
藤
　
孝
●

都
留
市
田
原
四
丁
目
一
番
十
二
号

齊
藤
　
福
明

都
留
市
十
日
市
場
千
四
百
三
十
八
番
地

中
野
　
忠
雄

都
留
市
十
日
市
場
千
四
百
九
十
四
番
地
一

羽
田
喜
久
男

都
留
市
上
谷
四
丁
目
五
番
五
号

古
家
　
唯
雄

都
留
市
田
原
二
丁
目
十
一
番
十
三
号

堀
内
　
清
美

都
留
市
田
原
二
丁
目
十
番
十
九
号

安
富
　
清

都
留
市
田
原
四
丁
目
三
番
三
十
七
号

安
富
　
友
治

都
留
市
田
原
二
丁
目
二
番
四
十
五
号

山
口
　
隆
久

都
留
市
上
谷
六
丁
目
七
番
十
一
号

渡
●
　
正
彦

都
留
市
上
谷
三
丁
目
一
番
十
九
号

志
村
　
弘

都
留
市
上
谷
三
丁
目
一
番
五
号

藤
江
　
厚
夫

都
留
市
田
原
一
丁
目
十
三
番
三
号

'

屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
平
成
三
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
講

習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
催
日
時

一
日
目
　
平
成
十
七
年
九
月
十
四
日
午
前
九
時
二
十
分

二
日
目
　
平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
午
前
九
時
二
十
分

二
　
開
催
場
所

甲
府
市
朝
気
一
丁
目
二
番
二
号
　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
中
研
修
室

三
　
科
目

１
　
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法
令

２
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
方
法
に
関
す
る
事
項

３
　
屋
外
広
告
物
の
施
工
に
関
す
る
事
項

四
　
受
講
手
数
料

一
科
目
に
つ
き
千
円
（
受
講
申
込
書
に
一
科
目
に
つ
き
千
円
に
相
当
す
る
額
の
山
梨
県
収
入
証
紙

を
は
り
付
け
、
消
印
し
な
い
こ
と
。）

受
講
手
数
料
は
、
申
込
み
を
取
り
消
し
、
又
は
受
講
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

五
　
受
講
申
込
み
受
付
期
間

平
成
十
七
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月
五
日
（
月
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を

除
く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

六
　
受
講
申
込
書
の
提
出
先

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
九
番
十
一
号
　
山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課
（
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―

一
七
三
四
）

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
字
村
西
一
一
六
九
の
一
、
一
一
六
九
の
六
、
一
一
六
九
の
七
、
一
一
六
九

の
八
、
一
一
七
一
の
六
及
び
一
一
七
一
の
七
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
路

次
の
図
の
と
お
り

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

五
三
〇



（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
徳
行
四
丁
目
十
五
番
二
十
九
号
　
有
限
会
社
甲
斐
地
所
　
代
表
取
締
役
　
川
崎
昭
志

そ
　
の
　
他

山
梨
県
労
働
委
員
会
告
示
第
四
号

当
委
員
会
は
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
第
四
条
及
び
労
働
委
員
会
規
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
を
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

山
梨
県
労
働
委
員
会

会
　
長
　
　
渡
　
　
辺
　
　
和
　
　
廣

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
閲
　
　
　
　
　
　
歴

渡
辺
　
和
廣
　
　
弁
護
士
　
第
三
十
二
・
三
十
三
・
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
委
員

鶴
田
　
和
雄
　
　
弁
護
士
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

萩
原
　
　
勝
　
　
公
認
会
計
士
　
第
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

加
藤
　
里
美
　
　
社
会
保
険
労
務
士
　
第
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

山
口
　
亮
子
　
　
山
梨
大
学
助
教
授
　
第
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

渡
辺
　
一
彦
　
　
連
合
山
梨
事
務
局
長
　
第
三
十
・
三
十
一
・
三
十
二
・
三
十
三
・
三
十
四
・
三
十
五

・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

青
柳
　
和
仁
　
　
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
山
梨
支
部
執
行
委
員
長
　
第
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会

委
員

遠
藤
　
長
男
　
　
Ｊ
Ａ
Ｍ
キ
ト
ー
労
働
組
合
執
行
委
員
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
委
員

小
沢
　
政
人
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
山
梨
分
会
分
会
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会

委
員

中
尾
　
　
守
　
　
東
京
電
力
労
働
組
合
山
梨
総
支
部
執
行
委
員
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労

働
委
員
会
委
員

一
瀬
　
茂
夫
　
　
山
梨
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事
　
第
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

長
田
　
　
眞
　
　
長
田
組
土
木
㈱
代
表
取
締
役
会
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委

員

小
泉
　
正
仁
　
　
山
梨
県
民
信
用
組
合
理
事
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

高
尾
　
　
一
　
　
㈱
ア
ス
ク
テ
ク
ニ
カ
代
表
取
締
役
社
長
　
第
三
十
六
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

細
田
　
　
俊
　
　
㈱
文
祥
堂
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長
　
第
三
十
六
期
山
梨
県

労
働
委
員
会
委
員

角
田
　
武
一
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

小
田
切
　
功
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

高
橋
　
春
夫
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
指
導
監
・
次
長
補
佐

新
津
　
　
智
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
副
主
幹

野
村
　
敬
一
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
長

望
月
　
明
雄
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
総
括
課
長
補
佐

荒
井
　
洋
幸
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
課
長
補
佐

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

五
三
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
十
八
号
　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

五
三
二


